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作用機序解説動画はこちら

クリオピリン関連周期性症候群(CAPS)では、IL-1βが過剰産生されることで慢性的な炎症反応や進行性の組織障害が引き起こされます。　イラリスはIL-1βに結
合してIL-1βの受容体への結合を阻害し、その活性を中和することにより、IL-1βの持続的な過剰産生による慢性的な炎症反応や炎症による進行性の組織障害を抑制し
ます1,2）｡
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イラリスの作用機序 （解説ビデオ)

IL1－βの作用機序の解説ビデオです。（約2分30秒）
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※掲載されているデータや内容、出演/監修者等の情報は掲載当時のものです。
※最新の情報につきましては添付文書をご参照ください。
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